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やまびこ子育て支援センター　やまびこ保育園内�２７-３３９９
備　考種　別

新年度準備のため、お休み期間となります。４月１６日�から５月分のぷちにこ広場の
申し込みを受け付けます。

にこにこ広場・ぷちにこ広場

※わくわくハウスは午前９時～午後４時まで開放。利用できな場合もありますので、電話でご確認の上、ご利用ください。

岩村子育て支援センター　岩村保育園内 �４３-２２０９
お休み期間となります。５月１０日�スタートです。

山岡子育て支援センター　山岡保育園内 �５６-２２５５
備　考対　象時　間と　き種　別

園庭やわくわくの部屋
で遊び、おもちゃ作り

１歳児
午前９時半～１１時

２３日�
わくわく広場

２歳児２７日�

明智子育て支援センター　明智保育園内 �５４-２０３０
対　象時　間と　き種　別

０～２歳児午前９時半～１１時２６日�にこにこサロン

吉田子育て支援センター　吉田保育園内 �５４-４５４５
対　象時　間と　き種　別

０～２歳児午前９時半～１１時２４日�にこにこサロン

上矢作子育て支援センター　上矢作保育園内 �４８-３１１１
対　象時　間と　き種　別

０～３歳児午前９時半～１１時半
２５日�あゆっこ広場

６日�・１３日�
２０日�・２７日�園庭開放
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　「子育てって楽しいけど、とって

も大変」わずかでも、ホッとできる

時間を過ごしたいと思うことはあり

ませんか。また用事があるときに子

どもを預ける所が見当たらず困った

経験をしたことはないでしょうか。

ファミリー・サポート・センターは、

そんなお父さんやお母さんの強い味

方です。

　ファミリー・サポート・センター

では、子育ての手伝いをして欲しい

方『依頼会員』と、お手伝いをした

い方『援助会員』が会員となってお

互いに子育てを助け合い、一時的に

お子さんのお世話をしています。

こんな時に利用できます

○習い事へ行きたいけど、その間子

どもを見ていてくれると助かるな

○夫婦で結婚式に招待されたけど、

子どもを連れて行くと大変だな

○上の子の授業参観があるけど、下

の子を預かってくれる所がないかな

○保育園のお迎えができないけど誰

かに頼めないかな

　このような場合、家の方に代わっ

て、お子さんのお世話ができるよう

都合のつく援助会員を探します。

（場合により見付からないときもあ

りますのでご了承下さい）なおファ

ミリー・サポート・センターを利用

するには、あらかじめ会員登録をし

ておく必要があります。また入会と

同時に補償保険にも加入しますので

安心です。

援助会員になりませんか

「子どもってかわいらしくって大好

き。子育てで困っている人の力にな

りたいな」「何も用事がない時にお手

伝い出来たらいいな」など、ちょっ

と手助けをして欲しい、お手伝いし

てみたい、と思われたらまずは一度

センターへ声を掛けてください。

　子育てをたった一人の力で頑張っ

ていくことは、とても難しい事だと

思います。「一人で頑張ろう！」なん

て気負わなくても大丈夫。いろんな

人の力を借りて、ゆとりをもって子

育てするのも、とても大切なことだ

と思います。

★利用方法

①センターに電話で申し込み

②依頼内容の条件にあった援助会員

に連絡し、援助が可能かどうか確認

③依頼会員に、援助会員を紹介

④依頼会員とお子さん、援助会員で

当日のことについて事前打合わせ

⑤活動終了後、援助会員は活動報告

書を作成、依頼会員は支払いと確認

印を押印

⑥援助会員は1カ月の活動報告書を

翌月5日までにセンターへ提出

●問い合わせ●

ファミリーサポートセンター

やまびこ保育園内�２７-３３９９

月～金曜日、午前８時半～午後５時
ファミリーサポートセンター恵南支部

岩村保育園内�４３-２４９９

月・水・金曜日、午前８時半～午後５時
市役所子育て支援課

�２６-２１１１（内線１５２）
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　「広報えな」では、毎月１５日号に「子育て支援情報」のコーナーを設けました。
育児中の皆さんに向けて、これから各種の子育て支援情報を発信していきます。

～みんなで育もう　きらきら　恵那の宝～�������	�������	
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適切な療育が行われて青年期を迎えても…

　社会に出るときには、社会性やコミュニケーショ

ンにかかわりにくさを持った子どもたちが障害と診

断されていても、社会的には障害を持たない人と同

じ扱いの中で就労していきます。障害を持ってはい

るが、納税者となって社会の中で自立したいという

強い願いを持っています。ある一定の配慮さえあれ

ば、立派に社会に出て働ける人たちです。その一定

の配慮や理解を得やすくするために、発達障害者支

援法(平成１７年４月１日施行)ができたといえます。

　また成人後に就労が難しいことに気付き、支援を

受けるために初めて診断を受ける例もあります。こ

のような例では、本人が支援を拒否したり、家族とも

接触をしないような社会的孤立状態を改善できず、

社会的自立への道が遠くなる傾向がありますので、

早期発見、専門家への相談が最も重要です。

　将来、支援体制が確立し、障害を持った人たちが生

活しやすい社会になるには、地域の皆さんの発達障

害への理解と正しい知識が重要な鍵となります。

　『みんなで育もう　きらきら恵那の宝』　恵那市のホームページでは、市の政策に関する情報の
　「政策・計画」の中で、恵那市次世代育成支援行動計画を公開しています。ぜひご覧ください。

社会の理解の必要性
青年期の支援が安定した大人の生活をつくる
　子どもの発達障害が知られてきた一方で、大人の発達障害者が存在することは

あまり知られていません。療育がうまくいき、社会生活に適応できる力を身に付

けることができたとしても、社会生活への適応を保障できるものではありませ

ん。発達障害は、乳幼児期から就労後まで、長期にわたる支援を必要とします。

支援の方法についても、従来のような障害福祉や母子保健というような一つの領

域内で組み立てられるようなものではなく、その状況に応じてさまざまな分野が

協力し合った、柔軟性のある支援を必要としています。

子どもの成長をサポートする
療育サポーターになりませんか

　市および恵那養護学校では、子育
て支援事業の一環として、「療育サ
ポーター」を養成します。
　講習を通して、子育てに関する基
礎知識から、障害を持つ子どもの支
援知識を身に付けます。
　子育ての場で、子どもの成長のサ
ポーターとして活躍してみません
か。皆さんの参加をお待ちしていま
す。
■対象　市内在住の方
■締め切り　４月２０日�
■申し込み・問い合わせ　少子化対
策推進室（内線２２８、２２９）

にじの家の一般開放日が
月曜日に変わります

　こども発達センター・にじの家で
は、子育て中の市民の皆さんに施設
の一部を開放し、おもちゃなどで自
由に遊んでいただいています「一般
開放日」を４月から月曜日に変更し
ます。
【４月の一般開放日】
□とき　９日�、１６日�、２３日�
午前１０時～正午、午後１時～４時
ただし、１６日は午後１時～４時のみ
□駐車場　施設西側の三角地（恵那
養護学校前）をご利用ください
□問い合わせ　こども発達セン

ター・にじの家�２０-０２６０�２０-０２７２

大井・中野児童センター
よちよちサロンのご案内

　大井・中野児童センターでは、乳
幼児を持つ親子を対象にサロンを開
設しています。自由に参加できます
ので、お子さんとリフレッシュして
みてはいかがでしょうか。
□対象　０歳～１歳児のお子さんと
保護者
□とき　４月１０日�･５月８日�･６
月５日�･７月３日�･９月４日�
･１０月２日�･１１月６日�･１２月４日
�･１月２２日�･２月５日�･３月４
日�　午前１０時２５分～１１時３０分
□持ち物　お茶・タオル
□問い合わせ　大井児童センター�
２５-６４９３、中野児童センター�２６-
３８７８

　市少子化対策推進室の発達相談では、乳幼児期から就労まで子どもの発達を目的とした支援活動を

行っています。子どもの教育・療育上の問題について不安をお持ちの方、まずは気軽にご相談ください。

専門の相談員が相談に応じます。□相談専用電話�２６－２２１２（直通）


